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■「北京+25」を機会にジェンダー平等を加速させる          ２ 
   1990年代、ユニフェムに勤務し、昨年、大阪で開催されたG20 ではCSO 

（市民社会組織）の共同代表を務められるなど、4半世紀以上ジェンダー平等 

実現に向けての国際的なリーダーとして活躍されてきた三輪敦子さんからの 2020 

年の国際的な動きについての貴重な情報です。  

  

■ 介護保険の後退を絶対に許さない 1.14集会              ３ 

介護保険法の施行は 2000年 4月。20周年を迎えて 1月 14日、全国から 290 

名が集い上記の集会が開催されました。超高齢社会・日本が直面する課題を誰 

よりも早く予測し、「高齢社会をよくする女性の会」を組織し、同法制定の際、 

主導的役割を果された樋口恵子さんから、施行後 20年間の問題の指摘、「私たち 

の介護保険」への転換の呼びかけです。 

 

■ 「NWEC災害文庫」の立ち上げ 

－ 災害体験を次世代につなぐために             ４ 

阪神大震災以降、頻発する自然災害の被災地で、女性たちは災害体験を綴り、 

あるときは写真（フォトボイス）を撮り、また刺繍針により記録を残してきまし 

た。自ら歩き収集に努め、昨年、NWECに「災害文庫」を立ち上げることに尽力 

された青木玲子さんからのメッセージです。 
   

■ 障害者とセクシュアリティの自由 

   ～フランスで始まった〈性的寄り添い〉をめぐる議論 ～       ５ 

異性カップルと同性カップルの権利の平等の実現など、日本の人権状況との 

乖離の大きいフランスにおける障害者のセクシュアル・ライツを保障する政策 

関する最新情報です。世論を二分するこの権利をめぐる現状や議論を、翻訳家 

でフランスやEUのジェンダー平等をフォローしてきた石田久仁子さんが紹介 

します。 

 
■「北京＋25」シリーズ②    

「NPO法人 女性参画研究会・さが」の 25年の活動をふりかえる      ７ 

  北京世界女性会議・NGOフォーラムで刺激を受け、女性の政治参加を進め 

るために標記の会を発足させて佐賀県内の地方議員を増やし、ジェンダー平等 

実現に向けてトップランナーとして走り続けた山下史真子さんの 25年間の記録 

です。 

  

■ お知らせ、世話人会報告、加盟団体報告                ８ 
 

 


